
龍淵寺の不思議　　　　　　

　龍淵字開山の和庵清順をネット上のコトバンク（デジタル版 日本人名大辞典+Plusの解説でみると、

　別符氏と成田氏に関係する寺について、年表を作ってみました。

西暦 内　　容 出典

1350頃 文和年間 安楽寺、泉龍寺末、開基玄茂和尚文和2年（1353）寂

1387 嘉慶 1 龍淵寺本山、越前国南条郡　慈眼寺

？ ？ ？ 天叟祖寅（そいん）、生まれる

1396 応永 3 大般若波羅蜜多経の一日頓写、武州成田阿弥陀寺，成田蓮福寺成田阿弥陀寺，成田蓮福寺成田阿弥陀寺，成田蓮福寺成田阿弥陀寺，成田蓮福寺（日光市輪王寺藏　奧書）

1408 応永 15 和庵清順和庵清順和庵清順和庵清順生まれる　＊1＊1＊1＊1

1411 応永 18 龍淵寺開山曹洞宗　家時（龍淵寺年代記，大私部直姓成田家系図）

1424 応永 31 旗雲祖旭（そぎょく）、越前(福井県)生まれる

旗雲祖旭、近江(滋賀県)新豊寺の天叟祖寅に学び,その法をつぐ

1455 享徳 4 一庵如清、能登総持寺の住持となる、能登七尾の実相寺開山

和庵清順和庵清順和庵清順和庵清順（47歳頃）、実相寺の一庵如清(いちあん-にょしょう)の法をつぐ

1458 長禄 2 天叟祖寅（越前国の僧）、越中光厳寺を創建

1464 寛正 5 和庵清順和庵清順和庵清順和庵清順涅槃（龍淵寺年代記）旗雲祖旭、武蔵龍淵寺にまねかれて2世となる、龍淵寺開山？

1468 応仁 2 旗雲祖旭、天叟祖寅の一周忌報会を修す（曹洞宗全書）

1469 文明 1 旗雲祖旭、晩年、越中(富山県)光厳寺（2世）に移った

1484 文明 16 成田顕泰顕泰顕泰顕泰（清岳成安）卒葬成田邑（大私部直姓成田家系図）

1490 延徳 2 藤原朝臣顕泰顕泰顕泰顕泰幷孝子苾芻尼性金等、花開花落七年興（７周忌）（光厳東海和尚雑録）＊2＊2＊2＊2

1490頃 成田下総守親恭？（親泰か）忍城移受其律令　（中條氏系譜（江袋虎二氏蔵）

1492 明応 1 旗雲祖旭、死去（69歳）

1499 明応 8 光厳寺の東海宗洋、天叟祖寅の33回忌法要を行う（光厳東海和尚雑録）

1501 明応 10

東海和尚赴武州龍淵寺時書也とあって、文中に「明応十年辛酉（1501）季春初八日」とありますの

で、東海和尚も龍淵寺に来たことがあったと思われます（光厳東海和尚雑録）

1515頃 集福寺、桂室秀芳（成田親泰が主導）によって、曹洞宗に代えられた

1550頃 弘治年間 香林寺開山　　開山要岩弘治３年（1557）示寂
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和庵清順 わあん-しょうじゅん 1408－? 室町時代の僧。

応永15年生まれ。能登(のと)(石川県)七尾の曹洞宗(そうとうしゅう)実相寺の一庵如清(いちあん-にょしょう)の法をつぐ。武蔵(むさし)忍(おし)城

(埼玉県)城主成田家時(いえとき)にまねかれ,竜淵(りゅうえん)寺の開山(かいさん)となった。寛正(かんしょう)5年57歳で行脚(あんぎゃ)に出発,以

後の消息は不明。

応永１５年戊子（1408）

清順（和庵）生る。

龍淵寺の「年代記」によると寛正

５年（1464）に亡くなったようです。

「日本洞上聯燈録」

日本曹洞宗の僧伝。全12巻。著

者は江戸青山の青松寺第20世

嶺南秀恕（れいなんしゆうじよ）

で，30余年間におよぶ資料収集

を行ったうえ，1727年(享保12)道

元以下743人の僧伝執筆を完了，

その出版は15年後の42年(寛保

2)であった。嶺南は《日域洞上諸

祖伝》(1693)など，それ以前の僧

伝の誤りや不足部分を検討し補

訂することに努力し，各巻末に

〈考証〉を付した

と書かれています。

この生まれ年が正しいのか調べてみると、曹洞宗日本洞上聯燈録＊1（国立国会図書館）で「和庵清順」の 生まれた年が書いてあ

りました。これからすると、龍淵寺開山とした応永18年（1411）は３歳の幼児であり、一庵如清の法をついだのが享徳4年（1455）以降

で47歳頃と思われますので、龍淵寺の開山は早くても、これ以降の年代のように考えられます。

系図などから見ると、家綱の後を継いだのが家時ですが、八坂神社文書などからみると、暦応2年（1339）に、「成田基員、騎西郡

成田郷成田・箱田平戸村郡司識、恩賞に給いたる成田四郎太郎秀綱跡・同五郎左衛門入道跡・平戸小八郎跡などを嫡子くす王に

譲与」、とあり、この中の「同五郎左衛門入道」が家綱に当たるようで、家時が跡を相続したことはなかったように思われます。

それ以前に、成田家資（家助）女子が安保信員に嫁いで、文保2年（1318）に鹿角郡の柴内村跡を安保行員へ相続しており、家時

が成田の領地を継いだことは成田記や龍淵寺の縁起など以外の書状の中では見られません。 龍淵寺の開基を田口新吉氏は「武

蔵成田氏について」の中で「単なる伝承にすぎない」として、その理由は書かれておりませんが、調べたように和庵清順の生まれ年

が正しいとするなら、和庵清順を開山とする龍淵寺年代記などについては年代のすり替えがあるように考えます。

「△悉（つくす）達今朝浴鑊湯、尊霊期日駕慈

航（衆生を済度するために、菩薩の化身と

なって世に現れること）、花開花落七年興七年興七年興七年興（お

きたつ）、拈（ひねる）作兜楼（ろう）一片香、

娑婆世界南―大―居住、藤原朝臣顕泰顕泰顕泰顕泰幷孝

子苾芻（びっしゅ＝比丘）尼性金等延徳二年延徳二年延徳二年延徳二年

庚戌庚戌庚戌庚戌夏」

一周忌（一回忌）は亡くなった１年後ですが、

一周忌以降は、亡くなった年も含めて数える

ことになるので、６年目が七回忌になります。

顕泰は文明１６年（1484）に卆去したようで、

７回忌を光厳東海和尚が延徳２年（1490）に

行っています。

また、旗雲祖旭が天叟祖寅の一周忌報会を

応仁２年（1468）に行っており、亡くなったの

は応仁元年（1467）のようで、これに３３回忌

の３３を足すと１５００になりますが、東海宗

洋は天叟祖寅の３３回忌法要を明応８年

（1499）に行っており、一年早めに法要を行っ

たのかもしれません。

光厳東海和尚語録はわりと正確に書かれて

いるように考えます。



和庵清順は七尾の曹洞宗実相寺の一庵如清の法を嗣いだようですが、龍淵二世

旗雲旭和尚語録（熊谷市史）に、「龍淵祖旭上天叟大師書」の記述とか、「龍淵者和

庵和尚開闢之地、天叟和尚開法一世」などの記述があり、龍淵寺年代記には「天叟

寅龍淵寺傳法初祖」の記述がみられます。

これらから考えると、和庵清順が開山したとすると、龍淵寺は「伝法相承（師は弟子

に教法を伝授し，弟子はそれを継承して次代に伝えてゆくこと）」ができたたと思われ

ますが、天叟祖寅を「傳法初祖」としていることは、天叟和尚を初祖とした時から、「法

地（注1）」の寺格となったようです。

ただしこれは、天叟和尚が開法したのでなく、その法を引き継いだ龍淵寺２世の旗

雲祖旭がそのような形をとったと考えます。龍淵寺を実際に開山したのは、旗雲祖旭

と思われます。

和庵清順の龍淵寺開山と成田家時のことは、成田氏が藤原不比等の血を引く系譜

であることを考えて、古い年代の開山にしたように考えます。

注1）：

法地とは、結制安居を申請により修行することのできる寺院。結制安居とは、釈尊が

定めた、九旬の安居の制を結び守ることをいう。夏安居であれば結夏ともいう。安居

という言葉の原意は雨期ということで、本来であれば雨安居ということなのだが、中国

で元々この単語を用いていたことと、雨期の感覚がなかったことから、単に「安居」と

だけいうようになった。

龍淵二世旗雲旭和庵語録（熊谷市史）の中に、「旦又龍淵檀越成田顕泰公、会以

軍功食釆邑於越中外（富）山、便就彼地営一寺、遠差使至成田、欲成教余開山一祖、

良以龍淵之大任不勝蚊力、」とあり、越中の光厳寺を開基したように見えますが、光

厳東海和尚語録の中には、顕泰の法事（年月不詳）と延徳二年（1490）の七回忌の法

事を行ったことが見えるだけで、顕泰が開基したとの記述は見つかりませんでした。

龍淵二世旗雲旭和庵語録を書いた人が、旗雲祖旭が龍淵寺から後に光厳寺に移っ

たことで、光厳寺も開基したことにしてしまったと考えます。

旗雲和尚の九季之辰香語

の終りに、「東海和尚赴武州

龍淵寺時書也」とあり、その

前の文中に「明応十年辛酉

（1501）季春初八日」とありま

すので、東海和尚も龍淵寺

に来たことがあったと思われ

ます。
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